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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第33期

第１四半期連結
累計期間

第34期
第１四半期連結

累計期間
第33期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高（千円） 2,755,277 2,957,977 11,329,952

経常利益（千円） 627,072 641,253 2,776,625

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益（千円）

399,342 409,410 1,791,433

四半期包括利益又は包括利益（千円） 381,443 392,797 1,745,795

純資産額（千円） 5,384,867 5,019,711 5,874,099

総資産額（千円） 14,124,027 14,507,084 16,154,891

１株当たり四半期（当期）純利益金額
（円）

10.10 10.70 45.61

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）
純利益金額（円）

9.95 10.60 45.02

自己資本比率（％） 38.0 34.5 36.3
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ひらまつ(E03406)

四半期報告書

 2/15



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高2,957百万円（前年同期比7.4％増）、営業利

益666百万円（同7.8％増）、経常利益641百万円（同2.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益409百万円（同

2.5％増）となり、前年同期に比べ増収、増益となりました。

当第１四半期連結累計期間は、前連結会計年度に開店した「リストランテ ル・ミディ ひらまつ」（平成26年６

月開店）及び「リストランテ イル・チェントロ ひらまつ」（平成26年８月開店）が期初より寄与したことに加

え、既存店が堅調に推移した結果、売上、利益ともに前年同期を上回る結果となりました。

　

(2) 財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ1,647百万円減少し、14,507百万円となりまし

た。これは主に、現金及び預金が1,971百万円減少し、有形固定資産が324百万円増加したことによるものでありま

す。

負債合計は前連結会計年度末に比べ793百万円減少し、9,487百万円となりました。これは主に、有利子負債が499

百万円及び未払法人税等が319百万円減少したことによるものであります。

純資産は前連結会計年度末に比べ854百万円減少し、5,019百万円となりました。これは主に、利益剰余金が95百

万円増加した一方で、自己株式の取得等により931百万円減少したことによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 180,000,000

計 180,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 48,604,200 48,604,200
東京証券取引所
市場第一部

完全議決権株式であり
権利内容に何ら限定の
ない当社の標準となる
株式
１単元の株式数 100株

計 48,604,200 48,604,200 － －
 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年４月１日～
平成27年６月30日

－ 48,604,200 － 1,213,540 － 1,004,750
 

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

① 【発行済株式】

   平成27年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 9,795,700
 

－

完全議決権株式であり権
利内容に何ら限定のない
当社の標準となる株式
１単元の株式数 100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 38,805,900
 

388,059 同上

単元未満株式 普通株式 2,600
 

－ －

発行済株式総数 48,604,200 － －

総株主の議決権 － 388,059 －
 

(注) １ 「単元未満株式」欄には、自己株式39株が含まれております。

２　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の1,800株が含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数18個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ひらまつ
東京都渋谷区恵比寿
四丁目17番３号

9,795,700 － 9,795,700 20.15

計 － 9,795,700 － 9,795,700 20.15
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,391,618 3,420,425

  売掛金 425,822 420,602

  原材料及び貯蔵品 1,818,945 1,777,037

  その他 251,913 296,286

  貸倒引当金 △14 △25

  流動資産合計 7,888,286 5,914,326

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,788,876 3,897,147

   土地 2,164,593 2,354,817

   その他（純額） 623,224 649,628

   有形固定資産合計 6,576,693 6,901,593

  無形固定資産 6,487 6,312

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 1,453,255 1,453,536

   その他 252,225 253,401

   貸倒引当金 △22,056 △22,085

   投資その他の資産合計 1,683,423 1,684,852

  固定資産合計 8,266,605 8,592,757

 資産合計 16,154,891 14,507,084
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 400,520 423,220

  1年内返済予定の長期借入金 2,494,944 3,461,852

  未払法人税等 487,000 168,000

  その他 948,157 950,835

  流動負債合計 4,330,621 5,003,907

 固定負債   

  長期借入金 5,737,336 4,274,192

  資産除去債務 179,116 179,562

  その他 33,716 29,710

  固定負債合計 5,950,169 4,483,465

 負債合計 10,280,791 9,487,372

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,213,540 1,213,540

  資本剰余金 1,581,310 1,580,515

  利益剰余金 6,897,639 6,992,701

  自己株式 △3,941,278 △4,873,234

  株主資本合計 5,751,211 4,913,522

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 109,814 93,201

  その他の包括利益累計額合計 109,814 93,201

 新株予約権 13,074 12,987

 純資産合計 5,874,099 5,019,711

負債純資産合計 16,154,891 14,507,084
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 2,755,277 2,957,977

売上原価 1,030,888 1,128,988

売上総利益 1,724,389 1,828,988

販売費及び一般管理費 1,106,279 1,162,529

営業利益 618,109 666,458

営業外収益   

 為替差益 9,604 -

 協賛金収入 3,986 3,971

 広告料収入 837 2,729

 受取賃貸料 - 3,083

 その他 2,785 2,756

 営業外収益合計 17,214 12,540

営業外費用   

 支払利息 8,033 7,409

 為替差損 - 29,387

 その他 219 949

 営業外費用合計 8,252 37,746

経常利益 627,072 641,253

税金等調整前四半期純利益 627,072 641,253

法人税、住民税及び事業税 198,782 192,662

法人税等調整額 28,947 39,180

法人税等合計 227,729 231,842

四半期純利益 399,342 409,410

親会社株主に帰属する四半期純利益 399,342 409,410
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 399,342 409,410

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 △17,898 △16,613

 その他の包括利益合計 △17,898 △16,613

四半期包括利益 381,443 392,797

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 381,443 392,797

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の

持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計

上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫

定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財

務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

減価償却費 63,603千円 81,086千円
 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

 

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月17日
定時株主総会

普通株式 297,521 7.53 平成26年３月31日 平成26年６月18日 利益剰余金
 

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

 

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 314,348 8.10 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

１.報告セグメントの売上高及び利益または損失の金額に関する事項

当社グループはレストラン事業とその他事業を行っておりますが、報告セグメントは単一のセグメントであり、記

載を省略しております。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

１.報告セグメントの売上高及び利益または損失の金額に関する事項

当社グループはレストラン事業とその他事業を行っておりますが、報告セグメントは単一のセグメントであり、記

載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 10円10銭 10円70銭

　（算定上の基礎）   

   親会社株主に帰属する四半期純利益
　　金額（千円）

399,342 409,410

   普通株主に帰属しない金額（千円） － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額（千円）

399,342 409,410

   普通株式の期中平均株式数（株） 39,534,109 38,253,220

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ９円95銭 10円60銭

 （算定上の基礎）   

   親会社株主に帰属する四半期純利益
　　調整額（千円）

－ －

   普通株式増加数（株） 605,236 381,704

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも
のの概要

－ －

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成27年８月14日

株式会社ひらまつ

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   藥   袋   政   彦   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   久   保   英   治   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ひらま

つの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ひらまつ及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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